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１） 実験方法  

被験者：男性 5 名。女性 5 名の計１０名 

  実験室の中で、スピーカシステムの ETL の有無の 2 機種およびイヤフォンの 

ETL の有無の 2 機種の計 4 機種を、4 種類の音楽｛７）参照｝でそれぞれ比較試聴。 

   コンピュータソフトによるポリグラフを用い HRV（Heart Rate Variability）方式で心理的 

緊張感の変化を測定した。 

 

２） 実験結果 

ETL モジュールを装着したイヤフォンは緊張感を緩和して、相対的な測定値では１４．３２％

の改善効果があった。 

ETL モジュールを装着したスピーカシステムにおいても緊張感を緩和して、相対的な測定値

では７．３３％の改善効果が得られた。 

但し実験に使用した音楽が被験者に与える心理的効果は明確では無い。 

 

３） 実験環境 

実験は長さ４．５m・幅３．８ｍ・高さ２．２５ｍの密閉された部屋で行い、 

スピーカシステムから被験者までの距離は３．９ｍ。 

   試聴音量は通常。 

 



ＥＴＬの有無による緊張感を指数で表したグラフ 
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4) 結 論 

  A) 本実験の ETL モジュールを装着した両方（スピーカシステムとイヤフォン）共に 

   被験者の心理をリラックスさせる効果が得られた。 

  B）ETL モジュールを装着したスピーカシステムは、ＥＴＬモジュール無しの同じ 

スピーカシステムと比較して、統計上５％以上の明確な差異がある。 

Ｃ）心理的緊張感の低減はイヤフォンに於いては 14.32％、更にスピーカシステムに 

於いては 7.33％の改善が得られ、スピーカシステムやイヤフォンにおいて、  

ＥＴＬ科学技術の応用で試聴者の心理的緊張感の緩和に明確な効果が表れた。 

 

５） 実験の様子写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）被験者の基本資料 

 

 

 

  
s1 s2 s3 s4 s5 s6 s7 s8 s9 s10 

姓名 楊 X 芬 林 X 勇 簡 X 凡 陳 X 彬 趙 X 輝 徐 X 國 陳 X 郁 李 X 達 黃 X 華 陳 X 怡

性別 女 男 女 男 男 男 女 男 女 女 

年齡 43 36 29 29 30 36 33 32 36 32 

身長ｃｍ 162 168 163 178 165 175 163 167 150 162 

体重 68 69 68 80 65 70 52 72 47.5 55 

婚姻 既婚 既婚 未婚 未婚 未婚 未婚 未婚 未婚 未婚 既婚 

被験者のデータまとめ 被験者のデータまとめ



 

７）実験に使用した音楽 

 

＊クラシック：ドヴォルザーク 「新世界」、Ｅ マイナー ＯＰ９５ Ｎｏ９ Ｔｒａｃｋ ３ 

＊女性ヴォーカル：マライア・キャリー 「Ｓｏ Ｂｌｅｓｓｅｄ」 Ｔｒａｃｋ １２ 

 ＊女性ヴォーカル：グロリア・エステファン 「Ｏｙｅ」 Ｔｒａｃｋ １４ 

＊映画音楽：「Ａｓｓｏｒｔｅｄ ｓｏｕｎｄ ｆｏｒ ｍｏｖｉｅ」 Ｔｒａｃｋ ２４ 

 

 

８）実験に使用したスピーカシステムとイヤフォン 
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